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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、NASH 患者唾液から歯周病菌を高感度に検出することにより、NASH 発症における歯周

病菌の関与を明らかにし、歯周病菌感染が NASH 発症のリスクファクターとなりうるかどうかを

検討した。健常対照 60 人、NAFLD 患者 48 人、NASH 患者 102 人の唾液を解析したところ歯周病

菌の一種 P. gingivalis の有菌率が健常人に比べ NAFLD で有意に高かった (46.7% vs 21.7% 

OR=3.16)、さらに NASH では健常対照に比べさらに有意に多かった (52%, OR=3.91)。NASH 患者

では高病原性の P. gingivalis である II 型が有意に多かった。異常の結果は BMC 

Gastroenterology にて報告した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The detection frequency of P. gingivalis in NAFLD patients was significantly higher than 
that in the non-NAFLD control subjects (46.7% vs. 21.7%, odds ratio: 3.16). In addition, 
the detection frequency of P. gingivalis in NASH patients was markedly higher than that 
in the non-NAFLD subjects (52.0%, odds ratio: 3.91). Most of the P. gingivalis fimbria 
detected in the NAFLD patients was of invasive genotypes, especially type II (50.0%). 
Infection of type II P. gingivalis on NAFLD model of mice accelerated the NAFLD progression. 
The non-surgical periodontal treatments on NAFLD patients carried out for 3 months 
ameliorated the liver function parameters, such as the serum levels of AST and ALT. 
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１．研究開始当初の背景 
Non-alcoholic steatohepatitis (NASH) は
アルコール非依存性に発症する脂肪蓄積性
の肝炎であり、近年、患者数が増加している。

その発症には脂肪の過剰蓄積による 1st Hit
とその後の炎症・繊維化を引き起こす 2nd 
HitによりNASH病変が完成すると考えられて
いる。しかしながら 1st Hit や 2nd Hit のリ

機関番号：２２７０１ 

研究種目：挑戦的萌芽研究 

研究期間：2010 ～2011 

課題番号：２２６５９１５０ 

研究課題名（和文） NASH 発症のリスクファクターとしての歯周病菌とその検出の意義 

                     

研究課題名（英文） Periodontal bacteria as one of the risk factors for developing of 

Non-alcoholic steato-hepatitis (NASH) 

研究代表者 

阿部 泰伸（ABE YASUNOBU） 

 横浜市立大学・医学部・助教  

研究者番号：10347312 

 

 



 

 

スクとなる因子については不明な点も多い。
一 方 、 Porhyromonas gingivalis （ P. 
gingivalis）などに代表される歯周病菌は、
口腔内の歯周病を引き起こすことが知られ
ている。さらに近年では、糖尿病、心血管系
疾患、リウマチなど様々な全身性疾患と関わ
りがあることが指摘されている。しかしなが
ら NASH をはじめとする肝疾患における関与
についての研究は殆どなされていない。我々
はこれまでに研究分担者である大阪大学歯
学部の和田らとともに歯周病の原因菌であ
る P. gingivalis が血管平滑筋の増殖と肥
厚性の動脈硬化を引き起こすことを証明し
ている。さらに予備的な動物実験の結果から、
ある条件下で血管内に投与された歯周病菌
が肝臓に取り込まれることを見出した。これ
らの学術的背景を元にして少数の患者唾液
サンプルを分析したところ、歯周病菌が高頻
度に検出された。これが本研究の着想にいた
った経緯である。 
 
２．研究の目的 
Non-alcoholic steatohepatitis (NASH) は
アルコール非依存性に発症する脂肪蓄積性
の肝炎であり、近年、患者数が増加している
が、その発症には不明な点も多い。一方、歯
周病菌は歯周病を引き起こすだけでなく、糖
尿病、心血管系疾患、切迫性流産、など様々
な全身性疾患と関わりがあることが指摘さ
れているが、NASH との関連性についての報告
はこれまでに全く無い。本研究は、NASH 患者
唾液から歯周病菌を高感度に検出すること
により、NASH 発症における歯周病菌の関与を
明らかにし、歯周病菌感染が NASH 発症のリ
スクファクターとなりうるかどうかを検討
する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、１）唾液サンプルを用いて NASH
患者の歯周病菌感染率が一般の健常人より
高頻度であるかどうか、2）患者から検出さ
れる歯周病菌の種類とタイプ、すなわち高病
原性であるかどうか、3）歯周病菌以外のど
のようなファクターが加わったときに発症
のオッズ比が高まるか、までを検討する計画
である。実際の研究計画は平成22年度はNASH
患者および正常健常人から唾液サンプルを
採取し、その解析を主として行う。これによ
り患者と健常人との間に感染率に明らかな
差があるかどうかを検討する。また、次年度
以降は NASH 患者の歯周病菌の種類とタイプ
を解析し、高病原性のタイプを明らかにする。 
 
４．研究成果 
健常対照 60 人、NAFLD 患者 48 人、NASH 患者
102 人の唾液を解析したところ歯周病菌の一
種  Porphyromonas gingivalis (P. 

gingivalis)の有菌率が健常人に比べ NAFLD
で有意に高かった (46.7% vs 21.7% OR=3.16)、
さらに NASH では健常対照に比べさらに有意
に多かった (52%, OR=3.91)。NASH 患者では
高病原性の P. gingivalis である II 型が有
意 に 多 か っ た 。 異 常 の 結 果 は BMC 
Gastroenterology にて報告した。本結果は
近年先進国で虫歯は減少するものの固いも
のを食べなくなった結果増加してきている
歯周病、特に高病原性の歯周病と NASH との
相関を示した初めての報告であり、我が国に
おいても各全国版の新聞紙上に掲載され国
民の関心が高いことがうかがえた。本結果は
わが国増加の一途をたどる本疾患の治療予
防に関して口腔内衛生が非常に重要である
ことを示唆し、今後の予防治療対策に重要な
知見を提示するもとを考えられた。 
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